
　 　

　

発行：本宮公民館（本宮教育事務所内）
住所：和歌山県田辺市本宮町本宮２１９
電話：0735-42-1164 FAX：0735-42-1194
館長 浦野泰之 ・ 主事 垣内 保

令和4年

4月号

本宮公民館報
こ だ ま 文 庫 か ら の ご 案 内 ！

開館は毎週月曜日から金曜日（祝日は除く）の、9時から17時まで

本のリクエストがありましたら、お気軽にお申し込みください。

【お問い合わせ】：本宮公民館 ℡0735-42-1164

３月７日（月）本宮中学校の卒業式が行われ、１２名（男子９名、女子３名）の皆さん

が卒業されました。在学中のクラブ活動や修学旅行などの思い出を胸にそれぞれの進路で

ご活躍を期待します。

３月２３日（水）町内小学校２校で卒業式が行われ、三里小学校では８名（男子５名、

女子３名）、本宮小学校では７名（男子４名、女子３名）の皆さんが卒業されました。

４月からは中学生です。勉強やスポーツに一生懸命励んでください。

移 動 図 書 館 が や っ て く る

今月の移動図書館は下記のとおり巡回いたします。みなさん、お誘いあわせのうえお気軽に
ご利用ください。

令和4年2月末の人口等

地域別 男 女 計 人口割合 世帯数

三　里 428 500 928 37.1% 508

本　宮 242 247 489 19.6% 258

四村川 252 275 527 21.1% 303

請　川 259 300 559 22.2% 361

計 1,181 1,322 2,503 100.0% 1,430

10：00　～　11：00

13：00　～　14：00

13：10　～　13：40

10：30  ～  11：20 14：00　～　14：30

11：30  ～  11：50 15：00　～　15：30大居集会所 皆地ふれあいの里

４月１3日（水曜日）
本宮小学校

三里小学校

４月２２日（金曜日）
平集会所

福寿集会所 請川郵便局前

祝卒業！未来に希望

本宮中学校

三里小学校本宮小学校

0（ｾﾞﾛ） 堂場　瞬一
ブラック・ムーン

（果てしなき追跡ｼﾘｰｽﾞ3）
逢坂　剛 タラント 角田　光代

ミシンと金魚 永井　みみ
その午後、
巨匠たちは、

藤原　無雨
ヘバーデン結節の8割は
食事でよくなる！

筒井浩一郎

人生の決算書 曽野　綾子
コミュニケーションは

正直が9割
田原総一朗

藤井恵の
「からだが整う」おかゆ

藤井　恵

これからはじめる
Photoshopの本

宮川　千春
タイムマシンに
乗れないぼくたち

寺地はるな がんの？に答える本
日本対がん
協会

ぼくトリ グリディ
終活も断捨離も

メルカリ、ヤフオクで！
鈴木絢市郎

フランスの小さくて
温かな暮らし365日

荻野　雅代
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1位 『透明な螺旋』 東野　圭吾

2位 『白鳥とコウモリ』 東野　圭吾

3位 『小説８０５０』 林　真理子

4位 『ボーダーライト』 今野　敏

4位 『ミカエルの鼓動』 柚木　裕子

4位 『民王　シベリアの陰謀』 池井戸　潤

4位 『そして、バトンは渡された』 瀬尾　まいこ

～貸出ランキング～

田辺市立図書館「たなべるレター令和４年３月」掲載

過去2ヶ月の貸出ベスト5



　

■各種生ごみ処理機器の購入費を一部補助します。

処理機器を使用することにより、各家庭でごみ減量が図られ、生ごみを堆肥として再利用す

ることができます。

■交付要件■市に住民票のある世帯の世帯主が、市内の販売店で処理機器を購入し（通信販

売やネット販売は対象外、購入後5年を経過しての買換えは可能）、市内に設置すること。

■補助対象機器■密閉式バケツ容器、コンポスト容器、電気式生ごみ処理機

■補助金額■本体価格（購入価格から消費税及び配達料等を除く額）の２分の１以内で上限

は２万円（100円未満は切捨て）

■補助対象個数■１世帯につき電気式生ごみ処理機１基又は生ごみ堆肥化容器にあっては2基

（ただし、予算の範囲内で先着順）

■申請■処理機器を購入する前に指定の申請書に必要事項をご記入の上、令和５年３月中頃

までに、郵送又は直接提出してください。申請書は、玄関案内係（本庁舎２階）、健康増進

課（市民総合センター２階）、各行政局、各連絡所、各コミュニティセンター、廃棄物処理
課（市ごみ処理場）、水道事業所で配布しているほか、ホームページからも取得できます。

■問合せ■廃棄物処理課廃棄物対策係

〒646-0053 元町2291-6 ☎0739-24-6218
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://www.city.tanabe.lg.jp/seisou/recycle/namagomi.html)

シリーズ本宮の文化財⑮「湯峯王子」

京都の仁和寺に所蔵されている正中3年（１３２６年）の「熊野縁起」には「湯峯童子」
と記載されているそうです。「童子」とは「王子」のことで、歴代上皇の熊野御幸以後こ
のころまでに「湯之峰王子」が勧請されたと考えられています。

もとは、東光寺薬師堂の右側の壇に湯之峰王子
の社殿がありましたが、明治36年（１９０３年）
の大火災で東光寺と共に消失し、その後、湯峰温
泉上部の高台に移築され現在に至ります。
ところが「湯之峰王子跡」として史跡指定され

ている場所は、現在の王子社がある高台ではなく、
火災前までもともと社殿があった跡地で、「跡」
という言葉の意味からも何となくこの判断は理解
できます。
現在の王子社は「王子跡」ではなく、あくまで
現役の「王子社」として捉えるべきなんでしょ
うね。

写真は、湯峰温泉の高台にある現在の湯之峰王子。

児童・園児の交通安全を願って

ランドセルカバー・巾着 贈呈式！
３月２４日（木）本宮行政局おいて、交通安全協会新宮支部より４月から入学の新入学児童

と新入園児の交通安全啓発物品としてランドセルカバーと巾着の贈呈式が行われました。

同支部本宮分会長の岡本ミチさまから、ランドセルカバーを浦野教育事務所長に、巾着は

森住民福祉課長にそれぞれ贈呈されました。

令和４年度の小学校（２校）への入学生は１４名、保育園（２園）への入園児は４名です。

いただいたグッズは、交通安全に生かしてほしいものです。

ウクライナ人道危機救援金について

平素は、田辺市本宮赤十字奉仕団の活動にご理解ご協力いただき誠にありがとうござい

ます。テレビ等で報道されております、ロシアの軍事侵攻によりウクライナの市民は多大

な被害を受け、尊い命が奪われています。

この状況を受け、私たち本宮赤十字奉仕団では人道危機対応及び救援活動を支援するた

め募金活動を行いたいと思います。募金箱は、4月5月の間 本宮行政局、世界遺産熊野本

宮館、道の駅「奥熊野古道ほんぐう」(三里Ａコープ)様、樹の里様に設置しております。

みなさまの善意の募金は日本赤十字社に送ります。

命の危機に直面している多く

の人を救うためにご協力よろし

くお願いいたします。

（浦野所長） （岡本さん） （森課長）


